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乙トE'グTlfンの罰5.に関しては多くの文恥 ;ち

るが共等の小で脂 t〆T上fンを棚 を川lひて卿 く

すろ2'班がエ謝 りには苅(tも梱 一替 るので牝の方法に
1_/(る他出 三を研究した｡Dnヽ･LS噂は!tL榊の打紐 〆Tニ

ヂン女川ひてこトt7〆丁三1'ンに密へろことを姓尖し

ているが)Cの技Srn■Lh噂は祇純度の与卜.,ダ Tこヂ

ンなfJJろには7.1軸性の柏錬〆T･･;タンを川ひろ必打が

あI)粗羽fYim′ T三ヂンjfl;(科とす川 f純州俄〆7-

ヂンをLE(科として令成した･; トUグ7エデンにtt:Lu

拝状の枯瓜とたると述べているが,本城 の脚 洞 滞

肺液で捕鼓すろことに仏り粗柵 ダ T･lヂYを川

ひて容易に荒性皮の'姫川に空け ろl姐 qiZ;のRlにも比

ZRのつき基い小さな抜Aを柑られることを兄tllLた｡

世!轍 ′Tこ fンを馳 巾にti:込む軽に相当果無す

る｡共の定収且控は Da､zJ可は 3)'C以下SzT'Ltl一71
等に鋳れば 0.Cでもろが比fl軸 な 25-300Cで処

現して良好な柿点をtilた｡本格伽 こ於ではilJ慾の方法

に眠りfシャンfT▼イr上潮 アンtニ′とよI)F触

〆 T 三ナンを合成し鞘EF亮抱理の榊 ′Tヱヂンと染

抜!Z政粗密の桝句冊 T T;りFyと1り和られろ.e_I
ー〆丁エデンのtkEを此t2して姫川.1.の払 1+･きこと

をyJかにLktに弛んで棚 アシモンとヂシャンヂT-.･

イrの野馳fi:lL;物を全 く捕苅せず13〔仙川ひて肋 で放

水するといふfulIIJlな方法で応桃蛇のa トt'〆7三ヂy

を合rGするエ郡的TJ呈塩淡を沌止した｡
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以上のもの

反 患

結線前知反応群誰小にヂi,-t･ンLfETyイr及び邦の

J･供苅忠の抑放Tンモンの混合物を入れ加黙蜘Faして

反応せしめる｡反応況腔 】WOC 以上になると督しく

反応l軽みl盟蚊が..Ai故L=上井する故的放Tソ･eンに対し

ti結果血のfi,ヤyfTT･,イrをy!に少雌 L空の急

l鼓な上5,を荊ト､つ 在ゝ加し反応温床を 】9OOc 別技に

作って阿漣まで約 1時切立佑させて捜正広を括る｡LZ

広中は堤押してはならぬ｡k屯が壬UtはL,T!掛 .馳こJL
脚 中の生成物をiaしく旋挿 して現状としてhJHL
冷却す｡

2) こ ト9〆T; ヂンの衷法

辞 fl

(イ) 仙軒触 yTエデン

l)の反応に抜り合成した噂丑の睦D絶類王5･肴

辞してtfJi､

(甘)i拙 比屯 EBJの工文相伽 をFTIひる.

(ノ･)棚 y-ダ 工粟柑粗鉄

反 感

ia柵 を民妬ih'r推中に入れ旺挿 しつ 之ゝ九に僻 に

対LOS｡ヰfl7苅故の粕羽石陳キ〆γA-ヂンを少淑 相加

チ.此の防付込l且腔は25一び CとTrろ肌 こ桝 m媚l

する.Lj込継-r筏(.'.瀬 く餌杵を相続して均甥に打順 さ

せると的字鋤 は年別 と状態となる｡式に常l且に放旺す

ると次節に比応漣は遠明となL)一校放fZZすれば完全に

透明蘇液となる故鮒 に対し 35(幻姐 の水 を川 ひ

て稀釈し輸血を帆 uさせ和 し(.l.抄 Btの水で漁港 す

る｡董l二相たJ;トE･yT三ヂンの鈷瓜を渡御 に対し

0325FE7R丑の太と共L=賀娃淀拝し鮒 yl1飽和水

で中和し串Tルカ一位として後押 し少丑の水で洗汝

する｡y!に乏れを腺 に句して0435(5ZBiLの水とjt

に醐 持し和 洗鼓して捜相乗する｡ぜ十九は 1,･.I

-ら,'･'のZT前夜 をこトや′T=fンにtlLd 件尤丹

至 eo倍書を紙用 して950C比上で憩 に柵 させて

後改定冷却して析E山する怯JLを夢別して枝抑 l水託し

て歩兵を掛 .て披見乾する｡TW 品田液を反顎侠川す

れば指か収丑7tzど定杜的である｡



冥 放

り 原fI及EtSiL蟹と故事との関係

組付に冊 〆T;ヂン/_･･ll:払iIEIのt地 主壁と牧串

との同伴を田かlこし柑沸vT'ほW 珊 ブTiアンと持

fl打RIブナ･げ ンとを掠科とするISの打rglyT;fン
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社屯所rt〆丁afyttf軒とする車丘

3OoCの芥la蛇に於てgEnを行った｡東58にJlJひたm
欣 yT-ナンはiiiIは軒の方法に依り合成したものでJ'

シャyfT▼イrと柵 Tシモンの側 圧ESを掛 油

川して火脚 Q)水不弼榊 を除去して冷却出血させた

ものを斡kI棚 ダTAfンとし持21軸 ′T一ヂンは

之れと13-羽品を水Jiび丈にTJt,a-JL･を川ひて捕点

したもの'(･みろ｡;だZB或横は栽 Jに示す｡
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･)卓1の4トー〆T･Lヂン洪村 は幹Rf水洗馳 した腿のPtfIで水に仏ろ棚品々行っ て いない｡fI世上I)JLJufftlQ!打鞭′TaヂンをGT封としてm当馬扱EEのこい7yTlナンを容易に和らLtろ｡I.I.7軸mllを班軒と

し た 一トo′T品ヂンの政和 ;FLl右のH一品を捕対し

た IYdIT l .げン女坂科としたものlこ比し鼓分少いの

は 当 たM ･1tfIの 挟まむ着意すれば中榊 y7'こヂ

ソ の 岬 柑 虻の牧中でもろ｡.り .,TT三fソ

の 合 成 の Kr科 と し ては相知瓜で十分で乎鼓を零 して古

拙 政 の 打■lr ア ユ アンとして川ひろ必掛 土なく瓜耳牧

丑 に 輸 t'排 が な い ｡又的技小へのIl.込渦度は0-

30OC の m)の 何 れ の i且度でも改印にfllど形動 :ない｡

表 lこ f シ l ン ヂ 7 - イドと抑欣Tンtンとの析赴EJb

物 な 水 仙 Ilす る こ となく炎弧【泌 伽Iと反応させてこ

ト ロ T T - r ン とす る77沈む計兜した｡

ヂ レ T･ン P T y イ rと柵 Tシモンと中桁稚反掛 こ

仏 l)1gら れ ろ FrhI′Tユヂy/._r･軌租の如くiiiで搬 出L

I芸 芸 慧 三 悪 諾 讐 警 芸 だ農 芸誓

梗 向 す ら b め られる.釣報の払矧 こ依れば相 反EEの

IBの 相 打 qtPty T.げ ンの放射 I約 80% 粗度で払抽

Ltl品 tl暮'･) 9O〆 投資である｡

伯 之 れ をff封するも95,<程度でYに棚 のもの

を 柑 ろ に はTJL,コーJL捕封をt(し手2t鼓だ仏寺であ

る ｡ gtlでは不許牡を殆ど除去したfRq血をEtJ科とし

た が 実 2では曲抽uJの如きBl杜な捷作を一切省略して

: 故 H卓0- LJ:払tt 溌 DE 牧SL 牧 や ITCエt.
(メ) (g) (g) (Ii) (g) (%) (メ)

52BB l85 lCO 9Ⅰ.】5 69 8tO 52払

53zS r84 751 5303

52.【e◆ ′ eS 76.2 5187

5187 *7486.8 5292

5294 ◆ 姐 771 52.78

52.払 920 5∝) 9885 3曲 874 5275

純 正JB柚を36位児科として-トt'yTユヂンとしで
Jl

後退酬 JひてfNq汁 ろ方法を玖村した. S】11Jth呼の

味付では淵Ql11ⅥtrTA;ヂシをG桝 とすれば丑として

大鼓ないが三城 すろ･;ト｡yT土ヂン巾に水不附Ri物

がIGt別とTrろ不耗蜘 :呼人せられてP.辞な打掛 ′TA

ヂンをE(軒とすろものよりも柵 J:となる輔向が -̂に

なると延べていろ｡ボ し芙Bの納 まSTZILth等の云

ふ如き･tトE･yTAヂンQ)鮎 を柑ろには耗伽 yT

i;ヂンを減封とすらなせすると云ふ鈷架と-丑せIr柑
glm快′TaJLン女川ひても棚 の柵 ′ TIデ ン

をWL科とするものと朱(r･J輔の粥Gが =られた｡妃の

l鯛 は*研兜に於では SzTILLh 法とは仲川した紳叶の

出も94IJ圧は時n"も長く Sm･th沈では的稚 デ TAlt

ンは紀宝に漁洲 に汁淋 しないが木淡ではぢ己魚JL脚解

して迫肌W-1液状厨で反位する等の点に隈凶が.あるもの

と考える｡

ホ柑 uな御 井した憐搬反JZ托Eは 苅u;(軒としたy!Ja

成旅を淡2に荒しItJLと比較のため行った棚 蛇の珊

世〆TAヂYを蹴fIとした姥や成功を粥3に京す｡

SB壬2.3の嘘鎖を比較す るに 25-450のEEBの時

は鯉 反応繁のはのW 巾杜1T且ヂンをLlfIとして

も古托史柵 をlIlひたf!晶と裁ど生見をbめない故工

郡的茨恋には純 反JZ;租蛸 を原瀬 とすれば1い｡柑

何れの即舟を川ひても父瓜のiトt,ダ1A+'ンの水洗

のgEの旬封曲は心安 0岱･･･-0lT預安で多少のet分は

芸けら九か ･が.土l=鰍 で朽括Aナ山 王,JlXri
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oCQ67''挫蛙に嫉'JT十る｡然し沈潜した三ゝの一 トt,

〆T.Lfンほ鮒 紡J!.は小さいが燃油ホ11船 JLlこ伐ち

FL由一仏は苑lはた肋血とTLりLtLLをおけるには.枚gEのbl

く排 液でl相 計T'jtlfよい｡

3) - トp〆T一･+'ンB!法のjttf

式にfシャyrTyイrと的 YtTンJBンとの触

応3;を】W fIとして 1)TLヽ■iJu:･,Smlthがミ及び秘

の3椛の封紙に放り一t.P〆T･Lアンをや成して加等

の3Z血を比12した成桃な訳4に計 T.

LJJ1.の策触 梨では本法が舟も合成容易で胡瓜の爺托

成灰もJi打である.L15つて木法に仏J)lrLこ>ケーJt･大

｣こして粗F!柵 ylA7･'ン SOOgをJIJひてAトt･TT

ェヂ'>の合成な行ひ牧判 ■】78,< にiBした｡令嘘休作

は炎2とrJdtJlなる出石一方する｡

3) ･t トL･yT-ryの鈷Jh及び挽虻に粥するPJ個

以上のkJbに依ってlIJたAトロ〆7-+'･/は付加放

O∝トー01タi(H占04として) を合和し十分Tルカy

扶養してもLt以下に軒腔を任下させることが朋Jfであ

る｡乾の枇品は輔缶に向かいth･軽い鈷Aで之九を焦

raでTtJ抜瓜するとRI姓はO.CCBガ 税政にiSElyナろが水

分は併広嗣に此し妙 神大の節向を戻しq7大事的モの

カナの大きい長針搬 Aとなる｡従ってEq紡桃 =之
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4D皆泣. W 結社*fJlltlて行った輪究ll市i*姿共に

叫 再建の前は引1Jひたgii献血柏手火で耶Jt土の#rh]

と共に牲IT-lr土中とT_ろ｡LP5%汀E7TRの伯卸tFHLた

蹴 輔 も事1子が小さく.Iゞ051.'m.戊20lEY血を川ひ

棚 ぷIfjl･山も火であら.iluW iZlmlこは57.'LW,字
詰輪Hがi:してAitろ｡そのFl蜘 fl嘘yiキン15に流す｡

EP討.7u I)71船 曲LI_ItトPTT-アンの史諜分析

の,瑞射 主夫に計r如く水TX勾Aト.･T7-f′と何等

宝葉虫の封 ヒを元さT｡凧こ把コ甘イ11辞礁中上l)輸

血が析LLtする群には.払った栃JT.形セとろものと考えら

れiP糊 は瓦S仙川すらもLL;油圧には文化が ないgt弘

であろ｡

Nq(̂b)鵠沸肌 だJ乙J莞G
水場恥と トtJ〆T
こヂン

o5,'.'JB弥綻耕71
-トE7yTユナ･ン

5322,53 a3,53.24,5322 53.84

53礼 5320,5373.5322 r

=5F'U官学空軍雪 532O.5322.532･.5322 ･

佃 升か肝は 1タFヂ4-†池J=肌も)

-3に岱桁液よLJ班+の附 tでPF耕JhLでllJた且トV

〆Tこ ヂンの… な珊r'jilした輔B!は･Xに′J.+如くで

び軒液よりllL捌 んしたもののjJ-がJt正は鰍 でその浸

皮に粥鎌なく Ll19㌧ 】,7.泊 であり水村鮎A一トVタT

-ヂンは -LJJL E.728で告(輔Jb甲の別T=ものの伐で

ある.

Aトt'〆γ-pi･の肝Jt文 LL.叩

禦 ;エリ〆 ･.723, ','2R 4Y., -,726

'pk管苧空言 三 ･,738. ..,2B. ･ ).728

品JF7M 柑 - I.7･ ,. I -.7-8
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I,'･'' ),746.),749. ･ T.74a イトpJ･-ダー法が有閑である｡
O3J4 ' ),752･ I,746, , Ⅰ,749 盗りに本職 を行,=･に当り捗軒液捕帆 三の軒先にI鑑
牲 群'dSOccrピタノ′-ダー｣と位hJし正*タ カせられた赤統=鵬 学士及びJ;比職 をESつたIIJ

クyrI'でDtk:した｡ 木南ftは .iき出仕労助汲安に好く曲 致しま十｡

p) a; )FTT･ELf/の蜘 拭き法

ニトD〆Tユfyの推脚 蟹法として文軌二才そはれ

た長江は攻推進の処なく本牧IZの性耳日石の全束葉色_ I) Joussel川 Compt･renLl,B5548(Ⅰ877),

に依っては田の地 軸 却延すること田野で店科な･aiS2 88･814日CB6(tJm J ,

法が覇王しい｡黙らにプ～2.及r{3の蛮RzW に見ら Tmzlchlr恥ntRcc Lm､Cb･m,10,23](ze91).

iLる如くJL,ンyナイトゥ′-p-法に俵ろ時はこい, PelllZlrlGIzL ChLm ltil1 21,),1払 (18叫 ,

ダTニfンの;トt･茶の定点b可能{･ニ トryT土ヂ Th.ele-D 氏 P s921)(TB別),Az,I) 270,Tb

i,の読粗相 定法として現職Il祭ると考えらLLる｡

f 釣

り デシi'yfTyイrと軸 Tンモンをは科とす

るニトロ′1品アンのエ粟的方法を決定した｡
2) ;トTrTAヂシ合法に於けろ牛LV品のET綬 グ

アユfンは布鞄控のfZ血を必罫とせずfz'十yfTマ

イrと触 TンIンとの榊 反応雪1/邦のGB使川出来

ろ｡

3) 柵 〆 T･Lfyと銅班との尻釘三0-30.の何

れのiB度でもち トDT Tちアンの収率に殆ど好奇がな

い0

4) 三トt'〆TAl'ンの7ZF蟻曲に匹汗f法をL必りす11.

は比Elの大きい払った撚瓜系のものがNられる｡

S) ニトEry rAyyの脚 紐 としてJL,ンbJナ

(1892), TrdZ,3,16 (柑90-Ⅰ894).APD,2T3,

Z39(Z叩 ),TIcmm"'g a AT'gL:W dlerll,ll
lou (ほ98).GArZ:Cr Antl them I,25,178

(Z印J).VLCCIkr .Men Potldr SLllp ll 194

(]9Oz).1'atArd lヽcm PoLldrSalp13,lS3(]瓶 (a).

bEqt'ei gcS Sch一七芯 Sprezlg.I.2cc(Z9加).

Odd Arm Chlm .lp7)tl1.197(土9Ⅰ9).Z､1Z),

○ヽ'Jng JSq･ch.,Z7,lzld,40.Jog(]92).I,Dl､15.

AshdoWE7.Couch ∫ A C.S,47,lthSa(19257;

Sコ11LL),S;･t,=tLa,StL･J11blt'h lE)d F.Tlg Chcrn,

23,1T24(【93Z)

2) DLLYLSJ ^ C S,47,】063(t9万)

3)Smlth lTld l二Z,g Chern.23,日24(193)),

Ji) FIE) 生来化e榔 こEgする折R'(r日 脚

PTeparaElOnOEhlJtrOguanldlne

ByJ Nogudll

Thc,mCtttOdoEI)r岬･lmt,OnOfn)trogu.ltlldlnCfrom dlC)TLZl此nzn】【lenn(1LtmmOnLtlm

nJtrJlt(■＼＼朋 SLIJlHc(l

GunTti.llnCmlr･lte,thelT"LCrlLt)ofI)JtrOguanldJne"nBT)OLncedcdhlghpl!rlL).W

th･qLth(.mcILl叩 SubilzlneeOLdLL･)LIE)dlaTnLdezLndAmmOTHlm TllLm teCot)1dt* t岱elt

llthLItCCndltL0-- ThereacHonofguAnld】zleultra(eandmtT7lttlrlCAu'1≠A5notnqCCICtl
bythereLLCtJOnLCmpCrFttlrCbcい､CCnther･1ngeOfO与to3DOC.WhennltrOgt.ntMthC

lmSpUrJrledfrollld･tgehtln･SO】!l"1rlOLhercr)与talhEtVJr)どll■gll叩CCLrlCgr.1ヽ･LLy u rLS

ol〉iLtLnC(1 As LhL=detcrmJnLltlOrHnelhottofpllrltl0(mtrOgtJnnLdLuSLtmge'ゝ nltrO-

meteHnCthod､YASemCletlt (Lab ofChcE】lStrlr.Url)､erSJt)IOfOj&kq)




